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構齢蜘杭内印附』に一こ

+ 
沖縄県病害虫防除所の活動 | と も に 一同類およ び栽ーが異なる ;

+ 地域に定点およ び巡 回調査園場地点を設け， 病害虫の U
E い し l品ひろかず 発生時期およ び発生量を把握して防除適期の要否を判 1
7 ( 沖縄県病害虫防除所長 石原博一)

果
沖縄県の病害虫防除所は， 1 972年本土復帰に伴い て発表し， 多発生が予想 される場合は， 注意報およ び

植物防疫法に基づき 設置された。 庁舎はt農是業試験場の 笹報を発表， 新 たな病害虫を発見した場合には特殊報
一一 一…併 持撒表凱町しロ…て
設し， それぞれ2 名の専任職員を配置， 所長， 庶務関 念されるが， 注意報を発表するほどのレベルでない場
係の業務は兼務職員体制でスタートした。 合や気象異変等々( 干魅， 長雨， 台風通過後等) に限 f

t 1987年には， 植物防疫対策事業等に関する業務の 定して技術情報を適宜発表して いる。 なお， 1 999年 十
+ 一層の効率化を図り ， 年々増大する業務に対応するた 度には予察情報を 35 件(月 予報12 件， 注意報 9件， + 
+ め「病害虫防除所を中枢専門機関とすべく」従来の 4 警報 O 件， 特殊報 2 件， 技術 青報12 件) 発表したo .} 
Z か所の病害虫防除所と 農業試験場の発生予察研究室お ( 2  ) 農薬安全使用およ び防除指導 ; 
f よ び 農薬残留 分析業務を含めて統合整理するとと も ① 農薬によ る危被害を防止し， 安全な農産物を生産 ;
? に ， 遠隔地の宮古およ び八重山群島には駐在を配置し するため， 危被害防止の推進， 農薬安全使用基準 ?
+ I沖縄県病害虫防除所」が発足した。 の徹底など， 農薬の安全かつ適正な使用指導をす +
+ 1 組織体制 るとと も に， その一環として 農薬安全使用講習会 4
i 組織体制は， 所長(1 名) の下に企画調査課( 行政 を適宜 開催している。 また， 農薬取締法に基づ く 1

け， 宮古およ び八重山群島に駐在( 行政職各 l 名) を ま り を行っている。
配置， 職員は1 1名である。 また， 地域の病害虫発生 ②予察情報に基づき 早急に防除を実施する必要があ +
状況調査や防除指導およ び 農薬安全使用指導を よ り 的 る場合は， 県が対策会議等を招集し， 防除を指導 +

確に笑施するため， 市町村単位に病害虫防除員 104 名 している。 また， 各地域の 農業生産組合( 音11会 +
(活動費支給対象 ・ 農協職員等 51 名， 活動費支給しな や市町村病害虫防除対策協議会( 会長， 市 町村 ;
い市町村職員 53 名) を委嘱して植物防疫対策事業に 長) か らの要請があった場合に適宜出向いて指導
取 り組んでいる。 している。; 2 活即動の内容 舗伽発町害吋附筈蝕虫の附問恥

沖縄の 農業は， 我が国日唯佐一の亜熱帯という地域特性 対する耐性菌， 抵抗性病害虫の検定をf行子予しい〉有効 .
土 を活かして ， 冬春期の県外出荷用の野菜， 花 き ， 熱帯 適切な防除指導を行っている。 Z 
T 果樹等の生産振興を図っている。 しかしなが ら亜熱帯 ( 3 ) 農薬残留分析 T 
i という気候特性は， 病害虫の発生 も 周年見 られ， また 農業を取 り 巻く情勢の急激な変化に対応するため ;
+ 南方系， 北方系の侵入病害虫や難防除病害虫等の発生 に， 植物防疫事業において も 予祭事業の見直しが行わ 品
工 も年々増加傾向にあるo 県内における農作物の生産安 れ， 業務内容が著しく 高度化， 複雑化している。 ェ; 定を図るため， 病害虫防除所が中 心になって， 発生予 近年， 環境問題と も 関連して環境保全型 農業が推進 ;
f 察法の技術開発や防除指導およ び 農薬安全使用指導等 され， 病害虫防除対策 も 減 農薬， 無 農薬栽培を含めた 十
+ を行っている。 特に 1 987年以降， 農薬 分析等に関わ 環境に配慮した防除体系が要求されるなど， 農産物の +
長 るすべての業務を防除所に移管整備して 農薬安全対策 農薬残留分析業務は緊要課題である。 +
L 事業を推進している。 特に本 県では， 農林水産業振興ビジ ョ ン・ アクシ ョ 4
; ( 1 ) 発生予察情報 ンプロ グラムで戦略品目に指定された， キク， ニガウ ;
十 植物防疫法に基づく指定病害虫およ び重要病害虫等 リ， トウガン， マンゴー， パパイア他 21 品目の生産 f
+ の予察技術開発や発生 状況の把握については， 防除所 拡大に向け， 関係者が一丸になって取 り 組んでいる。 t

しかし， これ らの 農産物に対しては登録 農薬が少ない 品j The 山t\' of Plant P… 
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f 残留デー タ の整備等の年次計画 を策定 し て 鋭意取 り 組 露関誼扇監白血戸以E扇 面 白 噌T豆 1 t 芝2J麺図・11 u ."明� �A ..II魁" t j crrr32 tfftTよ Fプ 22 2E4 i i
;. T"""> y-，， -r-.\ -=- � -: . rr\- I-l- ..... _ _ 1 .... '" - __ .. ，� I T ? ... .. T r ... " �寝 心�笠宮 ごム下山 ・時一圃 + 4 FPD) 高 速 液体 ク ロ マ ト グ ラ フ l 台 ( UY-Y I S， け 宮島r . "蝿馳‘" '，\-:-<� 甑幽園口事: .i. 
+ 軒4 ・ IL.と ι ιによムー 一つf警官 で ，v oi> I い光) 等が整備 さ れ て い る 。 \rr-�(ru輔崎温時 一二一J_ 'i魁 \ Z v 、同町一 ‘ τご-鴻'11- . ι:;;;:-面画歯� T 
t 3 熱帯病害 虫 と の戦 い "" ，� 相明E 圃 て 吋明�;. ， t j ( l ) カ ン キ ツ グ リ ー ニ ン グ病防除対策 乙)� 4'随感 4辱縄 i S 本病 は 1988 年八重山群島図表島で初 め て 発見 さ れ， 富市川4噛 r�語弘 + 
+ 院議 盛田 i霊凶器竃司í: t も 直 ち に J羅病樹の伐採焼却処分 を 行 っ た。 そ の後発生 は 隣畿凶週置畳 場組耐震男酔 + 
3 見 ら れ な か っ た が， 1994 年沖縄群島 糸 満市で も 発見

' 品 + ; さ れた こ と か ら ， 直 ち に伐採処分 を す る と と も に 県内 j 
f 全域の発生分布調査 を 実施 し た 結果， 各地域で発生 し 大量誘殺除去法J に よ る 補助事業がス タ ー 卜 し た 。 ま +
+ て い る こ と が確認 さ れた。 県 で は 1997 年 に 本病 の 防 た ， ア オ ド ウ ガ ネ に つ い て は， 薬剤の土壌かん注処理 4j 除対策等 を 円滑 に 実施す る た め ， 営農推進課， 牒試 が行わ れ て い た が， 地下水汚染 や 天 敵 へ の 影 響 等 か ;
i 験場， 病害虫防除所， 市町村， JA 経済連， JA 農 協， ら ， 太陽電池 を 用 い た 成虫 の 大量誘殺防除が補助事業 i
f そ の他関係機関で構成す る 「 カ ン キ ツ グ リ ー ニ ン グ病 で ス タ ー 卜 し た 。 ま た， 黒穂病 は ， 1992 年 (約 40 年 ;
す 対策本部」 を設置 し ， 発生分布調査， 擢病樹の伐採処 ぶ り ) に 再発生 し ， サ ト ウ キ ピ に 大 き な 被害 を 与 え +
+ 分や媒介虫の生態調査等 に つ い て 関係機闘が一体 と な た 。 さ ら に ， 最近で は ， 感受性品種の普及に伴い再 び 4
4 っ て取 り 組んでい る 。 多発生の傾向 に あ る 。 本病の 防 除 は， 病株の抜 き 取 り 4
+ ( 2 )  ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ 緊急対策 と 抵抗性品種の栽培 に 帰す が， 生産現場では高糖多収 ;
; 本県では， 本種の侵入 を 警戒す べ く 県外か ら 専門家 や株出 し が良好な感受性品種の栽培が多 く な る 傾 向 に ;
十 等 を招へい し て 関係機関の担当者 を対象 に講習会 を 開 あ る 。 品種の 導入 に 当 た っ て は， 病害虫 に 対す る 抵抗 +
叫す る 一方， リ ー フ レ ツ ト を配布す る な ど本種の早期 性 を十分検討 し普及拡大 す べ き で あ る が， 生産糊か ;
↓ 発見， 早期対応 を 図 る た め発生調査 を 実施 し て き た が ら は 品質を俊先す る 傾向が強 く ， 病害虫 の分野側か ら 4
; 発 生 は 認 め ら れ て い な か っ た 。 し か し， 1999 年 6 月 は苦慮す る と こ ろ であ る 。 ; 
? 名護市許回 の キ ク 生産団地か ら 採集 し た ア ザ ミ ウ マ を ( 4  ) 果樹病害虫防除対策 f 
f 同定 し た 結果， 本県未発生の ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ミ パエ類の糠絶 に伴い， 近年， マ ン ゴー， ピ ワ ， パ 争
+ で あ る こ と が確認 さ れ た。 こ の た め， 緊急対策 と し ッ シ ョ ン フ ルー ツ な ど の栽培面積 も 年々 拡大 し ， 病筈 4
4 て ， 沖縄本島内 の分布調査 を 行 っ た 結果， 発生地域 は 虫の発生被害 も 多 く 見 ら れ る 。 熱帯果樹類の病害虫 に 4
Z 許田 の キ ク 生産団地内 (15 ha) に 限定 さ れ て い た こ 関 す る 知見 は乏 し し 防除対策 は手探 り 状態 で あ る 。 ; 
? と か ら ， 同地域 を徹底 的 に 防除す る こ と と し， 関係者 診断依頼で持 ち 込 ま れ る 病害虫の な か に は生態等がわ f
f を動員 し て ， 6 月 か ら 7 月 の 聞 に 週 l 回 の 防除 を 実施 か ら な い も の も 多 く ， 幼虫 を飼育 し た り 外国文献な ど f
+ し た。 そ の 結果， 1999 年 8 月 以 降現在 に 至 る ま で再 か ら 情報 を 得 る な ど し て 対応す る 一方， マ ン ゴー害虫 +
4 発生 は 確認 さ れ て い な い。 し か し ， 本種 は ， 圏 内 の ほ の カ ラ ー冊子 を作成 し て 防除指導 を行 っ て い る 。 4; ぽ全同生 し 山 こ と や 特 叫 ゆ入農 ( 5  ) 吋箸蝉叩 組み ; 産物の 多 い 昨今か ら し て本県 に 侵入定着が十分予想 さ 本県は， 温帯 と 熱帯 を つ な ぐ 亜熱帯地域で東南ア ジ ?
? れ る 要注意 ・ 管戒す べ き 害虫 で あ る 。 ア 諸外国 に も 近い位置 に あ る 。 近年， 外国 を は じ め 国 f
4- ( 3 ) サ ト ウ キ ビの病害虫防除対策 内か ら の人の行 き 来や段産物の輸入増加等 に伴 い， 商 品; か つ て ， サ ト ウ キ ビ害虫 に 卓効 を 示 し た 境素系殺虫 方系 お よ び北方系 ( 圏 内 ) の さ ま ざ ま な病害虫 の新発 :; 剤峨効性の問題か ら 販売 ・ 使用 が禁止 さ れた こ と に 生があ り ， 出作物への被害が多 く 見 ら れ る 。 他県か ら ;γぃ ， サ 1 ウ キ ビ畑 で 叫筈虫が多発傾向 を示 し大 侵入定着 し た病害虫 比 発生消長や生態等が異 な る た ?

+ き な被害 を 及 ぽ し て き た 。 特 に 宮古や八重 山群島で は め本県に適合 し た 独 自 の 防除技術試験等 を 行 う 必要 が +
+ ハ リ ガ ネ ム シ と ア オ ド ウ ガ ネ が多 発 し 株 出 し が で き あ り ， そ れ に は多 く の 時間 と 労力 を要 す る が， 今後 も +; ず， 毎年新植せ ざ る を 得 な く 大 き な減収 を 被 っ て き 関係機関 と 連携 を 密 に し て ， 本 県の植物防疫対策事業 ;j た ー ハ リ が ム シ に つ い て は 牒試験場 の 加 ーで あ る j f で フ ェ ロ モ ン が開発 さ れ， 県全域 を対象に 「雄成虫の
t日+++4咋++++++++
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